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第13回慶應義塾先端科学技術研究センター（KLL）
産学連携セミナー
「電子の特性を探究する！」
2012 年 2 月24日（金）15:00 〜17:30
日吉キャンパス　協生館２階　多目的教室１
参加費無料・事前申込制
http://www.kll.keio.ac.jp/

KLL が主催する産学連携セミナーです。今回は電子の物性や作用を探究し、革新的エレ
クトロニクス技術の基礎となることをめざす研究を紹介します。セミナー後には懇親・意
見交換会を開催予定です。お申し込みは上記 URL からどうぞ。

編集後記
　末永准教授は、みずからの研究を宝探しにたとえます。広大な海にいる数えきれな
いほどの生物から、わずかにとれる活性物質という宝を見出し、育てていくのだ、と。

　“体力と根気” の研究生活を象徴するものを、取材中に発見しました。
筑波大学教員時代から愛用している大学ノート。短く見積もっても６
年ものです。長期的視野に立つ堅実な研究が新しい発見を生み、これ
からの私たちの健康を支えようとしています。� （平良沙織）
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　私たちは、頭が痛い、熱がある、お腹
の調子が悪いといったようなとき、薬を飲
みます。薬には、街の薬局で手軽に買え
るものから医師の処方箋がないと入手で
きないもの、病気やけがで入院した際に
使用されるものなど多種多様なものがあり
ます。
　こうした医薬品は様々な物質をもとに
つくられていますが、現在使われている
医薬品はその 3 分の 1 が天然物に由来
する物質からつくられています。例えば、
FK506（タクロリムス）と呼ばれる免疫抑
制剤は、筑波山の土壌から発見された物

質をもとに日本でつくられた薬品です。
　新しい医薬品を人工的につくりだすの
はたいへん難しいのですが、天然には人
知が及ばないような複雑な構造をもつ未
知の物質が無尽蔵にあり、新しい医薬品
のもとになるような物質を探すための大き
な供給源になっています。
　この号で紹介されている末永准教授は、
天然物のなかでも海洋生物を対象に研究
しています。海洋生物由来の物質は、ユ
ニークな化学構造と生物活性をもってい
るので、新しい医薬品候補物質の探索源
として注目されるようになり、1970 年代
から盛んに研究されるようになりました。
　しかし、海洋生物からは医薬品につな
がる有望な物質はごく微量しか得られま
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せん。さらにその構造が複雑なため、化
学的に合成することが難しくなかなか実用
化には至りません。
　こうした状況の中で、海洋生物のクロ
イソカイメンから得られたハリコンドリン
Bという物質をもとに設計・合成されたエ
リブリンが 2011 年 4 月に抗がん剤とし
て承認されました。これは日本初の海洋
生物由来の抗がん剤で、ハリコンドリン B
の発見者は慶應義塾大学理工学部に在籍
（2008 年 4 月 ~2011 年 3 月）していた
上村大輔博士です。
　天然物由来物質の研究はますます盛ん
になっており、今後、海洋生物に由来す
る物質からも新しい医薬品が誕生すること
が期待されます。
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イノベーション創出戦略マネジメント講座（ソニー寄附講座）
公開シンポジウム2011　人類・未来の新たなる発展をめざして
「第4回　新たなる価値の創造に向けて」
2012 年 3月2日（金）18:00 〜
日吉キャンパス　協生館藤原洋記念ホール
参加費無料・事前申込制
http://www.koukai-sympo.net/portal/

大学院理工学研究科に設置されている寄附講座による、４回シリーズの公開シンポジ
ウムの最終回です。理工学研究科特任教授でもある、㈱ソニーコンピュータサイエンス
研究所代表取締役会長の所眞理雄氏が司会をつとめ、京都造形芸術大学教授・Earth�
Literacy�Program 代表の竹村真一氏、㈱日立製作所役員待遇フェローの小泉英明氏を
迎えて行われます。お申し込みは上記ＵＲＬからどうぞ。
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